
単位：千円

　
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国

保
」）は
、
県
と
市
町
村
が
共
同
で

運
営
し
て
い
る
保
険
で
、
現
在
、

本
市
全
体
の
２
割
強
の
方
が
加
入

者（
被
保
険
者
）で
す
。

　
近
年
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や

景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
国
保

税
は
減
収
傾
向
で
す
。

　
一
方
、
被
保
険
者
の
１
人
当
た

り
医
療
費（
保
険
給
付
費
）は
増
加

し
て
お
り
、
国
保
は
大
変
厳
し
い

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
保
に
掛
か
る
経
費
は
、
国
な

ど
か
ら
の
補
助
金
と
被
保
険
者
か

ら
の
保
険
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
医
療
費
は
、
ま

す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
の

財
政
圧
迫
に
よ
り
国
保
税
の
引
き

上
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

適
正
な
受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

歳入（総額11,080,455千円） 歳出（総額10,943,237千円）

本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
状
況

（※1）�「基金繰入額」とは、国保事業特別会計の財源を補うために、本市が積み立てている国民健康保険基金を
取り崩し、当該特別会計へ繰り入れを行った額です。

（※2）�「財政支援繰入額」とは、本市の一般会計（市の一般的な事業に係る会計）から国保事業特別会計へ財政支
援を行った額です。

（※3）�「単年度収支」とは、当該年度（単年度）の歳入から歳出を差し引いた額で、前年度繰越金や赤字補てんの
ための繰入金などを除いた額です。

問
合
先
／
本
庁
保
険
年
金
課
国
保
Ｇ

　
　
　
　

（
内
線
２
８
４
１
）

国保事業特別会計＜歳入・歳出＞（令和元年度決算見込み額）1

各年度決算額（令和元年度は決算見込み額）
区　　　　　　分 平成29年度 平成30年度 令和元年度

歳 入 総 額 ① 13,886,772 11,401,067 11,080,455
歳 出 総 額 ② 13,355,170 11,222,895 10,943,237
収 支 差 引（ ① − ② ） ③ 531,601 178,172 137,217
基 金 繰 入 額�（※1） ④ 2,673 0 0
財政支援繰入額�（※2） ⑤ 250,000 42,000 11,207
前 年 度 繰 越 金 ⑥ 344,998 531,601 178,172
基 金 積 立 金 ⑦ 147 300,118 101,662
公 債 費 ⑧ 0 0 0
単 年 度 収 支�（※3）
（③−④−⑤−⑥+⑦+⑧） ⑨ △�65,923 △�95,311 49,500

基 金 残 高 ⑩ 198,139 498,257 599,919

国保事業特別会計の推移＜単年度収支の状況＞

●国保税は納期限内に納めましょう。（納付が困難な場合は、本庁収納課までご相談ください）

2

その他の収入
36,495 千円

繰越金
178,172 千円

保険給付費等交付金（普通交付金）
8,129,858 千円

他会計繰入金
799,142 千円

保険給付費等交付金
( 特別交付金 )
379,447 千円

国保税
1,557,340 千円

その他の支出
28,989 千円

保険給付費
8,174,390 千円

国民健康保険
事業費納付金
2,383,584 千円

諸支出金
103,539 千円

保健事業費
151,073 千円

基金積立金
101,662 千円
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
数
と
国
保
税

　
令
和
元
年
度
の
被
保
険
者
数
は
、
年
間
平

均
で
１
万
９
４
３
５
人
と
な
り
、
前
年
度
よ

り
６
５
３
人
、
約
３
・
３
％
減
少
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
主
に
75
歳
到
達
に
よ
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
本
市
の
人
口
に
占
め
る
国
保
の
加

入
割
合
は
約
21
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
国
保
税
の
収
納
額

（
現
年
課
税
分
）は
約
14
億
６
１
３
６
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
約
２
１
９
８
万
円
、
約
１
・

５
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
総
額
と
１
人
当
た
り
医
療
費

　
令
和
元
年
度
の
本
市
国
保
被
保
険
者
の
医

療
費
総
額
は
、
約
95
億
３
４
１
１
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
７
６
０
８
万
円
、
約
０
・
８
％

増
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
約
49

万
１
０
０
０
円
で
、
前
年
度
よ
り
約
１
万
９

７
３
４
円
、
約
４
・
２
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
加
入
者
一
人
一
人
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

に
も
、
日
頃
の
生
活
を
見
直
し
、
医
療
費
を

有
効
に
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

3

医療費を節約するために心掛けたいポイント

被保険者数・税収

R1H30H29
17,000
（人） （万円）

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

145,000

147,000

23,000 151,000

149,000

19,435

20,849

20,088

146,136

150,799

148,334

930,000

940,000

950,000

960,000

R1H30H29
45

46

47

48

970,000 49

980,000 50

970,272

945,803

953,411

46.5

49.1

47.1

（万円） （万円）

医療費総額・1人当たり医療費

早めに特定健診を受診しましょう
　特定健診は、生活習慣病の原因となるメタボリッ
クシンドロームに着目して行う健診です。要介護
状態の原因となる心筋梗塞や脳卒中など命に関わ
る深刻な病気を未然に防ぐことにもつながります。
　本年は、11月30日（月）まで、指定の医療機関で
受診することができます。早めの受診を心掛けま
しょう。

かかりつけ医・薬局を持ちましょう
　｢かかりつけ医｣は、気軽に安心して相談できる力
強い健康パートナーです。普段の健康管理や日常
的な病気の治療は、｢かかりつけ医｣で受診しましょ
う。また、薬局もかかりつけを決めておくと薬歴
が分かるため、薬の飲み合わせなどによる副作用
を未然に防止できるほか、アドバイスや健康情報
を受けることができます。

ジェネリック医薬品を利用しましょう
　｢ジェネリック医薬品」は、新薬の特許が切れた後
に製造される、新薬と同一の有効成分を含み、同一
の効能・効果を持つ医薬品のことです。ジェネリッ
ク医薬品は新薬より安価であるため、薬代を軽減
することになり、全体の医療費を抑えることにつ
ながります。
　利用には処方箋が必要です。医師・薬剤師に相
談してください。

交通事故などに遭ったときは、必ず届け出を
　交通事故など、第三者から傷病を受けた場合は、必
ず保険年金課に連絡をし、｢第三者行為による傷病届｣
を提出してください。国保では一時的に医療費を立て
替え、後日加害者に請求しますが、届け出がなければ
請求ができず、国保側の医療費負担になります。
※第三者行為となるもの
　�交通事故や傷害、他人の犬にかまれた、他人の落
下物に当たった、傷害事件に巻き込まれた　など

4

被保険者数（人） 税収（万円）

医療費総額（万円） 1人当たり医療費（万円）
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みんなのみんなのみんなの
「防災研修センターをご利用ください。」　【問合先　（22）0135　予防課】

薩摩川内市消防局 検��索編集／薩摩川内市消防局予防課　http://www.satsumasendai-fd.jp

令和２年度全国統一防火標語　『　その火事を　防ぐあなたに　金メダル　』令和２年度全国統一防火標語　『　その火事を　防ぐあなたに　金メダル　』

新しい生活様式に潜む
with
コロナ

①�ビニール製やナイロン製の飛沫防止シートは�
燃えやすい性質があり、延焼する危険が大きい。

②�火を扱う厨
ちゅう

房
ぼう

や、熱を持つ電球の近くで使用しない。
③�防炎性能を持つシートなど、燃えにくいものを
使用する。

④�煙感知器やスプリンクラーなどの消防用設備の
障害とならないように設置する。

⑤�いざという時の、避難の障害にならないように
設置する。

消毒用アルコール引火実験

薩摩川内市消防局において実験してみました!!

　私たちは現在、新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」を取り入れた日常を送っていますが、
その「新しい生活様式」の中に潜む火災危険を知っていますか？ 
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、各事業所や店舗のカウンターに、飛

ひ

沫
まつ

防止のビニールシー
トを設置したり、消毒用アルコールが至る所に置いてあります。これらは感染拡大防止対策として有効で
すが、注意点や正しい使い方を知らないと、火災に発展する恐れがあり、実際に、大阪府のショッピング
センターで、ライターを買おうとした客が試しに点火したところ、レジカウンターのシートに引火する騒
ぎがありました。
　以下の点に注意し、「新しい生活様式」においても火災予防に心掛けましょう！　

①�消毒用アルコールは引火性が高いため、コンロ
や火気の近くでは使用しない。

②�アルコールが十分に乾いていない手でタバコを
吸わない。

③�直射日光が当たる場所や高温となる場所に保管
しない。

④�高濃度の消毒用アルコールを大量に保管する場
合は、事前に消防署へご相談ください。

非防炎性の飛沫防止シート燃焼実験

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

　11月９日（月）から11月15日（日）まで、全国一斉に秋季
火災予防運動を実施します。秋は空気の乾燥や暖房器具の
使用などにより、火災が発生しやすい
季節です。火の取り扱いや火の始末に
は十分注意しましょう！

新型コロナウイルスによる
１１９番通報時等の聞き取りについて

　「１１９番通報時の通信指令課員」と「現場に駆け
付けた救急隊員」が新型コロナウイルスに関する聞
き取りを行っています。
　この聞き取りは、安全で適切な救急医療のために
必要ですので、ご理解とご協力をお願いします。
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「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

化石から薩摩川内市を学びました
　８月１日（土）～ 9月 6日（日）、甑ミュージアム恐
竜化石等準備室で企画展「恐竜と火山と巨大湖の眠
る街」が開催されました。
　458 人が来場され、サウロロフスの大型骨格標本
や、市内の湖の地層から見つかったカエルやハチの
化石に見入っていました。

がんばろう薩摩川内
　8月 16日（日）、川内川左岸で悪疫退散と地域経済
の復興を願った３分間の花火が打ち上げられました。
これは、市内の金融機関で構成された｢川内金融団三
水会｣の主催によるもので、新型コロナウイルス感染
症の影響で中止となった川内川花火大会が例年開催
される 16日に合わせ、企画されたものです。

みんなの思い出に　
サプライズ花火
　8月 22 日（土）、新型コロナウイルス感染症の影
響で行事が中止になる中、御陵下会主催、可愛小学
校ＰＴＡ計画の下、６年生に思い出を残したいと夜
の学校でお楽しみ会が開かれ、サプライズで花火が
打ち上げら
れました。
地域の魅力
再発見につ
ながるすて
きな会とな
りました。

夏休みの思い出
　夏休みの期間、少年自然の家事業が開催されまし
た。8月 22 日（土）から 23 日（日）の｢キッズキャン
プ｣では、小学３・４年生29人が参加、８月30日（日）
の｢ファミリー自然体験隊｣では、６家族 15 人が参
加し、自然と触れ合いながら、普段体験できない活
動を通してやり抜く力や冒険心などを育みました。

三密避けて大空へ！！
　愛宕ビスタパークで、風になびく吹き流しの下で
必死に走り、青い空に青いパラグライダーを広げる
のは、78歳の佐

さ

原
はら

芳
よし

孝
たか

さん（隈之城町）。
　25 年もの間、仕事の合間や天気と相談しながら
入来町の空を飛ん
でいる佐原さんは
「もう引退かな」と
言いながらも「庭
仕事よりもパラグ
ライダー」と今日
も丘から空へ羽ば
たきます。

新しい夏休みの過ごし方
むこうだ寺小屋開催
　８月 17 日（月）～ 28 日（金）の間、西向田町のリ
ブンプラスで、太平橋通り商店街とまちあいサロン
の共催により｢むこうだ寺小屋｣が開催されました。
これは、新型コロナウイルス感染症の影響により、
例年よりも短くなった夏休みを子どもたちに有意義
に過ごしてもらいたいと企画され、地元企業などの
協力による特別授業も実施されました。

▲でんき教室 ▲川の調査 情報提供：神野竹虎さん

情報提供：御陵下会

11 Satsumasendai city Public Relations, 2020.10.10

Zoom up Satsumasendai



「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

野菜を食べて元気な体づくり
　８

や

月 3
さ

1
い

日の野菜の日に、３
さんごーまる

５０ベジライフ宣言賛
同団体や飲食店などにご協力いただき、市内全域で野
菜を食べる取り組みが行われました。
　この運動では１人１日 350gの野菜摂取の必要性や
旬の野菜のお
いしさを実感
するとともに、
健康な体づく
りに努めよう
と呼び掛けま
した。

作業分担軽減に期待　Z型復興シャベル
　室蘭工業大学、科学技術振興機構および本市は、Ｚ
型復興シャベルの実証に関して連携協定を締結しまし
た。近年頻発する豪雨災害などによる土砂搬出などの
作業負担を軽減するため、同大学が開発するシャベル
を本市で実証し、研究開発に寄与するものです。

防災対策のさらなる充実・強化に活用
　９月９日（水）、株式会社シジシージャパンから、
７月豪雨災害に伴う寄附金贈呈があり、寄附目録が
贈られました。
　この寄附金は、全国のＣＧＣグループ加盟店 208
社の店頭募金により集められたもので、本市被災地
などの支援や防災対策に活用されます。

新型コロナウイルス感染症対策などへ
活用を
　９月２日（水）、鹿児島綜合警備保障株式会社（Ａ
ＬＳＯＫ）から、次亜塩素酸水の贈呈がありました。
　これは、新型コロナウイルス感染症対策などに寄
与することを目的に贈られたもので、施設における
感染対策として活用されます。

　９月 11 日（金）、鹿児島相互信用金庫の会報紙「そ
うしんビジネスレポート」内の記事「トップに聞く」の
インタビューがありました。
　これは、同信用金庫が取り組んでいる「超地域密着
型経営の下、ＳＤＧｓの視点を活用し、地域おこし

市政に密着！トップに聞く
を推進」事業の一環として行われているもので、岩切
秀雄市長が３期にわたる市政運営や観光・エネルギー
政策、ＳＤＧｓに向けた取り組みなどについての思
いを語りました。会報は 10 月中旬県内企業などに
向けて発送予定です。
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Zoom up Satsumasendai

第
25
回

　
今
回
は
、
株
式
会
社
祁
答
院

土
木
を「
深
ボ
リ
！
」代
表
取
締

役
の
坊ぼ

う

野の

誠せ
い

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
１
９
８
５
年
の
設

立
以
来
35
年
間
、
祁
答
院
町
を

は
じ
め
市
内
全
域
や
さ
つ
ま 

町
内
の
治
山
事
業
、
道
路
改

良
・
舗
装
工
事
な
ど
、
土
木
工

事
全
般
を
扱
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
雨
に
よ
り
発
生
し

た
崩
土
な
ど
、
災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
災
害
対
応
・
復
旧
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
、
空
き
家

の
解
体
作
業
や
、
お
墓
の
清

掃
・
管
理
の
代
行
な
ど
、
地
域

密
着
を
生
か
し
た
事
業
も
行
っ

て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

　
　
　
　
　
　
　
人
材
育
成

　
平
成
30
年
１
月
に
は「
薩
摩 

川
内
イ
ク
ボ
ス
宣
言
」を
行
い
、

社
員
の
育
児
・
介
護
・
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
応
援

し
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
女
性
社
員
の
中
に
は
、
子
育

て
と
仕
事
を
両
立
し
な
が
ら
、

土
木
施
工
管
理
技
士
の
試
験
に

合
格
し
た
社
員
も
お
り
、
女
性

も
男
性
も
共
に
活
躍
で
き
る
職

場
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
設
業
協
会
、
行
政
、

学
校
の
産
官
学
連
携
と
し
て
、

高
校
生
を
対
象
と
し
た
企
業
ガ

イ
ダ
ン
ス
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
元
企
業
を
若
者
に
知
っ

て
も
ら
い
、
事
業
の
内
容
や
、

企
業
で
取
得
で
き
る
資
格
な
ど

を
学
び
、
企
業
と
若
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
、
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
今
後
も
、
地
域
の
事
業
を
地

道
に
積
み
重
ね
、
皆
さ
ま
の
信

頼
・
発
注
者
の
信
頼
を
得
な
が

ら
、
若
い
人
材
の
育
成
に
も
取

り
組
み
、
薩
摩
川
内
の
発
展
を

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社
祁
答
院
土
木

祁
答
院
町
下
手
１
５
４

（
55
）０
４
３
１

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　下甑町手打にオープンした串
焼きバル＆カフェ。炭火を使っ
た串焼きを中心に、甑島の魚や
野菜を使ったメニューに生ビー
ル、焼酎、ワインなどの豊富な
ドリンクメニューをご用意。甑大
橋も開通しましたので、皆さま
にお立ち寄りいただければ幸い
です。（串焼きはテイクアウト可）

●所在地／下甑町手打 1600
　 09969（7）0080
●営業時間／ 17:00 ～ 21:00
●定休日／火・水曜日
（不定休あり。事前にお電話く
ださい。）
●駐車場／有（３台）

池
いけ

内
うち

　けやきさん

←こちらのクーポンもご利用ください。

テウチ１６００　【串焼きバル＆カフェ】

●●●

●

350

★

テウチ
1600

薩摩川内市
下甑支所

南日本銀行
下甑支店吉永酒造

フレッシュポート
江口

起業者応援！

今月の起業人び と

株
式
会
社
祁
答
院
土
木

キリトリ有効期限：

令和
2年

12月まで
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▲�坊野代表取締役（写真右から２人目）と
　総務課の皆さん



　甘さが欲しい場合は、パイナップル１/４個をマイタケ
と一緒にみじん切りし、タレに加えることで、甘さを足す
ことができ、お肉もより柔らかくすることができます。

たらお肉が固くなることなく調理す
ることができるか、さまざまな組み
合わせを試した結果、完成したレシ
ピです。
　今回、レシピで使われているマイ
タケは、９月から１０月にかけて旬な
食材で、お肉の食感を柔らかくする
プロテアーゼというタンパク質分解
酵素がたくさん含まれています。食
欲の秋にぴったりの工夫が詰まった
調理レシピです。
　永原さんの経営する「S

ス ト レ ス
TRESS」 

（西向田町 11-２）でも提供予定との
こと！
　ぜひ、皆さんも自宅で、お店で、
スペアリブ料理を楽しんでみてくだ
さい！

レシピ

永
なが

原
はら

良
りょう

太
た

さん

小学生の時から、理科の実験や
何かを試すことが好きだったと

いう永原さん。料理に関しても、ど
うやったらチャーハンがパラパラに
できるかなど試行錯誤することが楽
しくて、料理がどんどん好きになっ
ていったそうです。
　そんな永原さんが今回紹介する料
理は、８月号で紹介した野菜料理と
は打って変わり、ザ・肉料理の「マ
イタケダレのスペアリブ」です。いと
この家で親戚の集まりがあったとき、
福祉施設で料理担当をしていた叔母
さんが作ってくれたスペアリブがとて
もおいしくて、印象に残ったそうで
す。その料理をベースに、どうやっ
たら手間をかけず、おいしいスペア
リブを作ることができるか、どうし

皆さんの思い出の料理とそれにまつわるエピソードなどがありましたら
どしどし情報をお寄せください。取材に伺います。
問合先／本庁広報室広聴広報G（内線６３３）

皆さんの思い出の
料理を大募集

【材料】
スペアリブ：１kg、マイタケ：１株、
塩：少々、こしょう：少々
つけダレ
酒：200cc、しょうゆ：50cc、お
ろしニンニク：大さじ１、オイスター
ソース：30cc、はちみつ：20g

【作り方】
①�マイタケをミキサーでみじん切り
にする。
②�つけダレの材料と①でみじん切り
したマイタケを混ぜ合わせる。
③�スペアリブ全体にフォークで穴を
あけ、塩、こしょうを振り、少し
擦り込む。
④�③で用意したスペアリブを②で用
意したタレに入れ、一晩（８時間
ほど）漬け込む。
⑤�オーブンを 200℃に設定し、漬け
込んだスペアリブを 10 分焼く。
またはフライパンで弱火～中火で
10分焼いて完成！

Dining&Bar
�STRESS

142020.10.10 広報

…問合先　 …申込先・提出先　 …電話番号　 …内線　 �…FAX　  …メールアドレス

川内文化ホール閉館記念事業

古典舞踊、文化協会による演目など
※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、無観客およびＹｏｕＴｕｂｅ
　（ユーチューブ）によるライブ映像配信といたします。

11月８日（日）13時～16時（予定）

右のＱＲコードにアクセスしてください。
閲覧については、通信料がかかります。

本庁文化課文化振興Ｇ
（内線5221・5222）

時

内容

閲覧
方法 問合先

演目（種目など） 出演団体

 １ ． 青海波（清元） 智賀流
 ２ ． 越後獅子（端唄） 清乃本流
 ３ ． あやめ浴衣（長唄） 清乃本流
 ４ ． 藤娘（長唄） 清乃本流
 ５ ． 深川（端唄） 智賀流
 ６ ． 川風に・月あかり（小唄） 智賀流
 ７ ． 涼み舟（小唄長唄） 清乃本流
 ８ ． 酒（新内） 清乃本流
 ９ ． 春風（十二ヶ月）（小唄） 智賀流
10． えんま様はお人好し（義太夫） 智賀流

１部：録画演目の配信　13：00～ ２部：ライブ配信　14：00～

演目（種目など） 出演団体

 １ ． 甑大橋（ここはふるさと）（映像） 詩吟朗詠錦城流・福居一大会甑島ごったん部
 ２ ． 博多帯・さわぎ 清乃本流
 ３ ． 津軽あいや節 三駒流
 ４ ． 花見桜（三味線）  三駒流         
 ５ ． 黒潮（太鼓） 八幡きらめき太鼓
 ６ ． 花－凛（日舞） 智賀流
 ７ ． 大川くずし（日舞） 清乃本流
 ８ ． だんじり（日舞） 智賀流
 ９ ． 紅蓮華（太鼓） 天内流
10． 二人の大漁節（日舞） 藤原流豊珠会
11． 演歌桜（日舞） 清乃本流
12． 大祭～馬追い祭（日舞） 智賀流

※特別出演　唄・三味線　剣持雄介 ／ 笛・尺八　佃 康史
　　　　　　津軽三味線　福居一大

▲市芸能祭
　映像配信

プログラム ※ 変更になることがあります。

第15回 薩摩川内市芸能祭
無 観 客・映 像 配 信 のみ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　

養
成
講
座

時
／
10
月
22
日（
木
）14
時
～
16
時

所
／
カ
フ
ェ
ひ
ま
り（
祁
答
院
町
）

内
容
／
認
知
症
に
関
す
る
専
門
家
の

講
話
と
相
談

※
参
加
無
料

 

つ
き
み
園

（
21
）８
８
８
８

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
無
料
開
放

時
／

▼
11
月
６
日（
金
）19
時
～
20
時

※
終
了
後
、
天
体
観
測（
晴
天
時
）

▼
11
月
７
日（
土
）

　
▼
午
前
の
部
＝
10
時
～
11
時

　
▼�

午
後
の
部
＝
13
時
30
分
～
14
時

30
分

所
／
少
年
自
然
の
家

内
容
／
秋
の
星
座
と
月
に
つ
い
て

対
象
／
市
内
居
住
者（
幼
児
・
小
・

中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
／
各
回
先
着
22
人

そ
の
他
／
年
間
２
回
以
上
参
加
さ
れ

た
家
族
ま
た
は
個
人
に
、
景
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
来
場
者
全
員
に

せ
ん
だ
い
宇
宙
館
料
金
割
引
券
を
配

布
し
ま
す
。

申
込
開
始
／
10
月
22
日（
木
）～

申
込
方
法
／
電
話

※
受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

※
月
曜
日
は
休
所
日

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

て
ら
や
ま
ん
ち

　
　
　
　
　

元
気
は
つ
ら
つ
ス
ク
ー
ル

時
／
11
月
６
日（
金
）９
時
15
分
～
12

時
45
分

所
／
少
年
自
然
の
家

内
容
／
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
軽
運

動
と
参
加
者
同
士
の
交
流
、
昼
食

対
象
／
市
内
居
住
の
60
歳
以
上
の
方

定
員
／
先
着
30
人

参
加
料
／
１
人
５
０
０
円

準
備
す
る
物
／
活
動
し
や
す
い
服
装
、

屋
内
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
　
　
　
　

申
込
開
始
／
10
月
18
日（
日
）～

申
込
方
法
／
電
話

※�

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
の

対
象
で
す
。

※
受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

※
月
曜
日
は
休
所
日

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

情
報
掲
示
板

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

イ
ベ
ン
ト
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冬
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　
　

「
薩
摩
川
内
ぼ
っ
け
も
ん
の

挑
戦
」

時
／
12
月
25
日（
金
）～
27
日（
日
）

※�

事
前
研
修
会
を
11
月
22
日（
日
）に

実
施
し
ま
す
。

所
／
少
年
自
然
の
家
、
藺
牟
田
池
、

北
薩
広
域
公
園
な
ど

内
容
／
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
旅
、

薩
摩
び
ー
ど
ろ
工
芸
見
学
、
飯
盛
山

登
山
、
藺
牟
田
池
散
策
、
星
空
観
望

会
な
ど

対
象
／
市
内
居
住
の
小
学
５
年
生
～

高
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

定
員
／
30
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

参
加
料
／

▼
中
・
高
校
生
＝
９
０
０
０
円

▼
小
学
生
＝
８
８
０
０
円

※
宿
泊
・
食
事
代
・
入
湯
税
な
ど

申
込
締
切
／
11
月
３
日（
火
）必
着

申
込
方
法
／
小
・
中
学
生
は
各
学
校

で
配
布
さ
れ
た
申
込
書
に
、
高
校
生

は
直
接
請
求
し
送
付
さ
れ
た
申
込
書

に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
、

送
付

〒
８
９
５
‐
０
０
０
５
　
永
利

町
２
１
３
３
‐
15
　
少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

季
節
の
切
り
紙

時
／
10
月
30
日（
金
）９
時
30
分
～
11

時※
受
け
付
け
は
９
時
15
分
～

所
／
川
内
文
化
ホ
ー
ル

内
容
／
和
紙
を
使
っ
た
季
節
を
感
じ

る
切
り
紙
の
制
作
　

定
員
／
先
着
10
人

※
参
加
無
料

無
料
託
児
／
６
カ
月
～
未
就
学
児

※
講
座
と
一
緒
に
申
し
込
み

申
込
期
間
／
10
月
12
日（
月
）～
26
日

（
月
）

※
受
け
付
け
時
間
は
、
９
時
～
17
時

申
込
方
法
／
直
接
、
電
話

川
内
文
化
ホ
ー
ル

（
20
）７
５
７
０

川
内
歴
史
資
料
館
・
川
内
ま

ご
こ
ろ
文
学
館

　無
料
開
館

　
教
育
・
文
化
週
間
に
無
料
で
開
館

し
ま
す
。

時
／
11
月
１
日（
日
）～
７
日（
土
）

 

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

 

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

「
歴
史
資
料
館
で
聴
く

　
　

リ
コ
ー
ダ
ー
と
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
の
響
き
」

時
／
11
月
１
日（
日
）

▼
１
部
＝
13
時
30
分
～
14
時

▼
２
部
＝
15
時
～
15
時
30
分

所
／
川
内
歴
史
資
料
館

出
演
／
リ
コ
ー
ダ
ー
奏
者
＝
花は

な

田だ

理り

絵え

子こ

氏
・
狩
か
り
あ
つ
ま
り集
佳か

代よ

子こ

氏
、
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
奏
者
＝
鮫さ

め

島し
ま

貴た
か

裕ひ
ろ

氏

内
容
／
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス
、
バ

ロ
ッ
ク
音
楽
な
ど

※
入
館
無
料

 

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

歴
史
講
座

　
　
　
　
　
　

「
南
北
朝
時
代
の
薩
摩
川
内
」

時
／
11
月
８
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

所
／
川
内
歴
史
資
料
館

講
師
／
川
内
歴
史
資
料
館
学
芸
員
　

吉よ
し

本も
と

明あ
き

弘ひ
ろ

氏

内
容
／
十
四
世
紀
前
半
、
島
津
本
宗

家
の
拠
点
と
な
っ
た
碇
山
城（
天
辰

町
）で
の
戦
い
な
ど
を
中
心
と
し
た

南
北
朝
動
乱
期
の
薩
摩
川
内
の
紹
介

定
員
／
先
着
30
人

受
講
料
／
２
０
０
円（
資
料
代
）

申
込
期
間
／
10
月
13
日（
火
）～
11
月

７
日（
土
）

申
込
方
法
／
直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

介
護
の
職
場
就
職
面
談
会

時
／
11
月
28
日（
土
）13
時
～
16
時

※�

受
け
付
け
は
、
12
時
30
分
～
15
時

30
分

所
／
市
総
合
福
祉
会
館（
永
利
町
）

内
容
／
介
護
事
業
所
の
人
事
担
当
者

に
よ
る
仕
事
内
容
、
求
人
時
期
、
条

件
、
募
集
方
法
に
関
す
る
個
別
の
面

談
で
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

※
参
加
は
、
25
法
人（
予
定
）

対
象
／
介
護
の
職
場
へ
の
就
職
希
望

者
、
令
和
３
年
３
月
卒
業
予
定
の
学

生
お
よ
び
介
護
の
職
場
に
関
心
の
あ

る
方

※
参
加
無
料

※�

事
前
申
し
込
み
や
履
歴
書
は
不
要

で
、
入
退
場
も
自
由
で
す
。

 （
福
）鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

０
９
９（
２
５
８
）７
８
８
８

川
内
看
護
専
門
学
校

　
　
　

ナ
イ
ト
ガ
イ
ダ
ン
ス

時
／
10
月
24
日（
土
）・
11
月
14
日

（
土
）18
時
～
19
時
30
分

※
受
け
付
け
は
17
時
30
分
～

所
／
川
内
市
医
師
会
立
川
内
看
護
専

門
学
校（
大
小
路
町
）

内
容
／
学
校
説
明
、
入
試
説
明
、
看

護
技
術
体
験（
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
モ
デ
ル（
フ
ィ
ジ
コ
さ
ん
）の

心
音
・
呼
吸
音
聴
診
、
個
人
防
護
具

装
着
な
ど
）

※�

電
話
に
よ
る
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
が
、
当
日
参
加
も
可
能
で

す
。川

内
市
医
師
会
立
川
内
看
護
専

門
学
校

（
27
）０
２
４
２

れ
い
め
い
中
学
校

　
　
　
　

入
試
説
明
会

時
／

▼
第
１
回
＝
10
月
24
日（
土
）

▼
第
２
回
＝
11
月
21
日（
土
）

所
／
れ
い
め
い
中
学
校

内
容
／
入
学
試
験
の
説
明
、
学
校
紹

介
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
、
体
験
授

業対
象
／
小
学
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

申
込
締
切
／

▼
第
１
回
＝
10
月
19
日（
月
）

▼
第
２
回
＝
11
月
16
日（
月
）

申
込
方
法
／
電
話
、フ
ァ
ク
ス
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
入
力
フ
ォ
ー
ム

れ
い
め
い
中
学
校

（
23
）８
８
０
１

（
23
）８
８
５
８

▲�川内看護専門
学校HP

▲�れいめい中学
校HP
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募
集

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

募
集
住
宅
／

▼�

川
内
地
域
＝
後
牟
田
、
中
村
、
上

ノ
原
、
百
次
、
戸
川
、
桜
井
、
上

川
内
、
東
上
川
内
、
宮
下
、
若
葉

▼�

樋
脇
地
域
＝
向
湯
第
１
、
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
樋
脇

▼�

入
来
地
域
＝
芝
町
、
鹿
子
田
、
八

風
、
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
入
来
、

立
山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
前
原
、
フ
レ
グ
ラ
ン

ス
紅
梅
、
鳥
丸
一
般

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
早
馬
、
会
田
一
般
、
藺
牟
田

特
公
賃

▼
里
地
域
＝
薗
下
、
新
町

▼
上
甑
地
域
＝
浦
内
第
２
一
般

▼
下
甑
地
域
＝
手
打
松
下
川

応
募
受
付
締
切
／
10
月
22
日（
木
）必

着応
募
方
法
／

の
各
所
に
備
え
付
け

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付

抽
選
日
／
10
月
27
日（
火
）10
時
～

抽
選
場
所
／

 

の
各
所

注
意
事
項
／

※�

申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
、
抽

選
※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（

 

の
各
所
に
備
え
付
け
）

※�

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
の
で
、

の

各
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営

住
宅
管
理
事
務
所

（
25
）１
９
０
０

本
土
４
地
域
＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

（
37
）２
５
３
３

甑
島
地
域
＝
各
支
所

移
動
図
書
館
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
交
通
手
段
な
ど
の
問
題
で
、
図
書

館
を
利
用
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
、

毎
月
１
回
巡
回
し
て
い
る
移
動
図
書

館
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
巡
回
場
所
）を

募
集
し
ま
す
。

設
置
要
件
／
移
動
図
書
館
車
が
駐
車

可
能
な
場
所
が
あ
り
、
毎
月
の
利
用

者
が
５
人
以
上
見
込
め
る
こ
と

募
集
す
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
／
若
干

※
応
募
多
数
の
場
合
、
選
考

開
始
時
期
／
令
和
３
年
４
月（
予
定
）

応
募
締
切
／
11
月
20
日（
金
）必
着

応
募
方
法
／
中
央
図
書
館
お
よ
び
各

分
館
に
備
え
付
け
の「
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
設
置
申
請
書
」に
、
必
要
事
項
を

明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

※�

詳
細
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〒
８
９
５
‐
０
０
７
６
大
小
路

町
14
‐
５
　
中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

（
21
）１
２
８
９

パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
訓
練
生

時
／
12
月
４
日（
金
）～
翌
年
３
月
３

日（
水
）

※�

原
則
、
平
日
の
９
時
10
分
～
15
時

50
分

訓
練
場
所
／
川
内
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー（
青
山
町
）

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
知

識
・
技
能
の
習
得
、
キ
ャ
リ
ア
支
援

な
ど

資
格
／
雇
用
保
険
受
給
資
格
者（
優

先
）ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
登
録
し
、
安
定
所
長
の
受
講
推
薦

が
受
け
ら
れ
る
方

定
員
／
24
人（
託
児
サ
ー
ビ
ス
付
き

は
５
人
）

※
受
講
無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
・
訓
練
生
総
合
保
険

料（
任
意
）は
自
己
負
担

申
込
締
切
／
11
月
10
日（
火
）

選
考
日
時
／
11
月
19
日（
木
）

※
９
時
ま
で
に
集
合

選
考
会
場
／
県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校（
さ
つ
ま
町
）

申
込
方
法
／
直
接

川
内
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
川
内
）

（
22
）８
６
０
９

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

（
53
）０
２
０
７

介
護
職
場
シ
ニ
ア
就
職
応
援

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

時
／
11
月
28
日（
土
）10
時
～
12
時

※
受
け
付
け
は
９
時
30
分
～

所
／
市
総
合
福
祉
会
館（
永
利
町
）

内
容
／
シ
ニ
ア
の
方
が
期
待
さ
れ
、

活
躍
で
き
る
仕
事
を
理
解
し
て
も
ら

う
セ
ミ
ナ
ー

対
象
／
概
ね
55
歳
以
上
で
介
護
の
職

場
に
関
心
の
あ
る
方
、
介
護
の
職
場

へ
の
就
職
希
望
者

申
込
定
員
／
先
着
30
人

※
受
講
無
料

申
込
締
切
／
11
月
６
日（
金
）

申
込
方
法
／（
福
）鹿
児
島
県
社
会
福

祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
、
送
付

※�

申
込
書
は
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉

課
、
各
支
所
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
も
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

（
福
）鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議

会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

０
９
９（
２
５
８
）７
８
８
８

０
９
９（
２
５
０
）９
３
６
３

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　
　
　

参
加
者

集
え
！
初
心
者

時
／
10
月
24
日（
土
）～
12
月
12
日

（
土
）19
時
15
分
～
20
時
45
分

対
象
／
40
歳
～
65
歳
未
満
の
男
女
で
、

医
師
に
よ
る
運
動
制
限
の
な
い
方

申
込
開
始
／
10
月
13
日（
火
）９
時
～

ス
マ
ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

時
／
11
月
９
日（
月
）～
30
日（
月
）の

祝
日
を
除
く
月
曜
日
・
金
曜
日

10
時
～
11
時
30
分
　

対
象
／
20
歳
～
50
歳
未
満
で
医
師
に

よ
る
運
動
制
限
の
な
い
方

※
託
児
あ
り（
1
歳
～
小
学
生
未
満
）

申
込
開
始
／
10
月
20
日（
火
）９
時
～

所
／
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

内
容
／
室
内
で
の
有
酸
素
運
動
・
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
お
よ
び
総
合
運
動
公
園
周
辺
で
の

体
力
維
持
・
増
進
の
実
践
指
導
な
ど

定
員
／
先
着
各
20
人

※
参
加
無
料

申
込
方
法
／
直
接
、
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
01

０
８
０（
６
４
２
５
）５
５
０
３

（
23
）５
５
０
１

▲�セミナー受講
申込書

▲�図書館

募
集
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相
談

認
知
症
無
料
相
談
会

時
／
10
月
22
日（
木
）10
時
～
12
時

所
／
カ
フ
ェ
ひ
ま
り（
祁
答
院
町
）

内
容
／
認
知
症
に
関
す
る
相
談
へ
の

対
応つ

き
み
園

（
21
）８
８
８
８

治
療
と
仕
事
の
た
め
の
両
立

支
援
無
料
相
談
窓
口

　
　

【
要
予
約
】

時
／
毎
月
第
４
木
曜
日
13
時
～
15
時

※
祝
日
は
休
み

所
／
医
師
会
立
市
民
病
院（
永
利
町
）

相
談
員
／
鹿
児
島
産
業
保
健
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
両
立
支
援
促
進
員（
社

会
保
険
労
務
士
な
ど
）

内
容
／
治
療
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る

た
め
に
利
用
で
き
る
制
度
や
傷
病
手

当
金
な
ど
の
社
会
保
険
の
手
続
き
、

休
職
や
復
職
の
相
談
な
ど

対
象
／
働
き
な
が
ら
、
が
ん
、
脳
血

管
疾
患
、
難
病
な
ど
の
治
療
を
受
け

て
い
る
方
や
そ
の
ご
家
族
、
事
業
場

担
当
者
な
ど

※�

他
病
院
を
受
診
し
て
い
る
方
も
相

談
可

申
込
方
法
／
電
話

医
師
会
立
市
民
病
院
　
患
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

（
22
）１
１
１
１

公
用
車
な
ど
を
売
却
し
ま
す

　
入
札
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
こ
と

を
確
認
く
だ
さ
い
。

■�

入
札
参
加
資
格
者
は
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
個
人
、
ま
た
は
所
在

地
を
有
す
る
法
人
と
し
ま
す
。

■�

入
札
に
参
加
希
望
の
方
は
、
必
ず

入
札
申
し
込
み（
受
け
付
け
）が
必

要
で
す
。

■�

予
定
価
格
以
上
の
最
高
価
格
で
入

札
し
た
方
に
売
却
し
ま
す
。

■�

車
両
な
ど
は
現
状
の
ま
ま
で
引
き

渡
し
ま
す
の
で
、
入
札
に
参
加
す

る
方
は
必
ず
事
前
に
車
両
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■�

車
両
等
説
明
会
に
不
参
加
の
方
が

入
札
に
参
加
し
た
場
合
で
も
、
説

明
事
項
に
つ
い
て
、
全
て
承
知
し

て
い
る
も
の
と
見
な
し
ま
す
。

■�

１
台
ご
と
の
入
札
と
し
ま
す
。
入

札
に
は
必
ず
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印

不
可
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■�

希
望
車
両
な
ど
の
番
号
に
関
わ
ら

ず
購
入
希
望
者
は
全
員
、
入
札
受

付
時
間
ま
で
に
来
場
く
だ
さ
い
。

■��

入
札
開
始
時
間
に
遅
れ
る
と
、
入

札
に
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■�

関
係
書
類
は
、
本
庁
４
階
財
産
活

用
推
進
課
、
各
支
所
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

本
庁
財
産
活
用
推
進
課
財
産
管

理
Ｇ（

４
７
７
２
）

相
談

お
知
ら
せ

売却農機具
№ メーカー・物品名 年式・型式 № メーカー・物品名 年式・型式

① 三菱農機
収草機

平成12年
MM65 ⑩ Suiden

乾燥装置（扇風機）
平成10年
不明

② タカキタ
反転機

平成12年
SE-500 ⑪ Suiden

乾燥装置（扇風機）
平成10年
不明

③ タカキタ
梱包機

平成12年
WM-500DE ⑫ 不明

球根選別機
平成10年
不明

④ SHIBAURA
マルチ作業機械

平成３年
KJ852 ⑬ OREC

集草機
平成12年
HM121B

⑤ Suiden
乾燥装置（扇風機）

平成10年
不明 ⑭ 三菱農機

畝立機
平成12年
MM85

⑥ Suiden
乾燥装置（扇風機）

平成10年
不明 ⑮ 不明

中耕ロータリー
平成12年
R60

⑦ Suiden
乾燥装置（扇風機）

平成10年
不明 ⑯ 東洋社

高うねマルチ
平成６年
CHM-1050

⑧ Suiden
乾燥装置（扇風機）

平成10年
不明 ⑰ Niplo�

堀取機
平成６年
BL-65�3S

⑨ Suiden
乾燥装置（扇風機）

平成10年
不明 ⑱ 東洋社

農業用トラクター
平成６年
NX19

入札受付期間
時 所

10/12（月）～ 30（金） 本庁４階　財産活用推進課

車両等説明会
時 所

10/23（金）　10:00～ 旧鹿児島県農業開発総合センター果樹部北薩分場（東郷町）

10/23（金）　13:30～ 薩摩川内市シルバー人材センター（百次町）

入札
時 所

11/16（月）　農機具　9:00～
本庁６階　601会議室

11/16（月）　車両　　13:30～

売却車両
№ 年式・車名

種別・用途 形状 走行距離 № 年式・車名
種別・用途 形状 走行距離

① 平成７年・ニッサン
小型・貨物 バン 15万９千㎞ ⑫ 平成25年・トヨタ車体

原動機付自転車・乗用 ― 1万 4千㎞

② 平成25年・トヨタ車体
原動機付自転車・乗用 ― 不明 ⑬ 平成25年・トヨタ車体

原動機付自転車・乗用 ― 9千㎞

③ 平成25年・トヨタ車体
原動機付自転車・乗用 ― 不明 ⑭ 平成25年・トヨタ車体

原動機付自転車・乗用 ― 5千㎞

④ 平成25年・トヨタ車体
原動機付自転車・乗用 ― 不明 ⑮ 平成25年・トヨタ車体

原動機付自転車・乗用 ― 5千㎞

⑤ 平成25年・トヨタ車体
原動機付自転車・乗用 ― 不明 ⑯ 平成25年・トヨタ車体

原動機付自転車・乗用 ― 4千㎞

⑥ 平成25年・トヨタ車体
原動機付自転車・乗用 ― 不明 ⑰ 平成22年・三菱

軽・乗用
ステーション
ワゴン 4万 7千㎞

⑦ 平成25年・トヨタ車体
原動機付自転車・乗用 ― 不明 ⑱ 平成12年・三菱

小型・貨物 キャブオーバ 5万 9千㎞

⑧ 平成25年・トヨタ車体
原動機付自転車・乗用 ― 2万１千㎞ ⑲ 平成14年・いすゞ

普通・貨物 バン 18万 5千㎞

⑨ 平成25年・トヨタ車体
原動機付自転車・乗用 ― 2万㎞ ⑳ 平成５年・トヨタ

普通・乗合 キャブオーバ 11万 5千㎞

⑩ 平成25年・トヨタ車体
原動機付自転車・乗用 ― 2万㎞ � 平成13年・三菱

普通・乗合 キャブオーバ 57万 9千㎞

⑪ 平成25年・トヨタ車体
原動機付自転車・乗用 ― 2万㎞ � 平成14年・ニッサン

普通・乗合 キャブオーバ 16万 4千㎞
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…問合先　 …申込先・提出先　 …電話番号　 …内線　 �…FAX　  …メールアドレス

薩
摩
川
内
市

　
　
　
　
　
　

川
内
川
交
流
セ
ン
タ
ー
完
成

　
川
内
川
を
通
し
て
交
流
す
る
人
々

が
ふ
れ
あ
う
拠
点
施
設
と
し
て
、
西

開
聞
町
に
会
議
室
や
艇
庫
を
備
え

た「
薩
摩
川
内
市
川
内
川
交
流
セ
ン

タ
ー
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施
設
概
要
／
鉄
骨
造
２
階
建
て

▼
１
階
＝
艇
庫
、
倉
庫

▼�

２
階
＝
会
議
室
２
部
屋
、
シ
ャ

ワ
ー
室
、
ト
イ
レ
、
更
衣
室

▼
駐
車
場
＝
７
台

利
用
可
能
時
間
／

▼
会
議
室
＝
９
時
～
17
時

▼
艇
庫
＝
６
時
～
20
時

※�

利
用
料
金
な
ど
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
か

ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
ボ
ー
ト
協
会

（
23
）５
１
５
５

都
市
計
画
道
路
中
郷
五
代
線

の
全
線
供
用
開
始

時
／
11
月
１
日（
日
）午
前
０
時
～

供
用
開
始
に
伴
う
規
制
／
太
平
橋
北

口
交
差
点
は
、
国
道
３
号
か
ら
の
右

折
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。（
左
図
参

照
）本

庁
都
市
計
画
課
都
市
計
画
Ｇ

（

３
４
２
２
）

寄
附
・
寄
贈

　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
市
な
ど
に
対
し
、
寄
附
・
寄
贈
を

頂
き
ま
し
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）�

・�

下
甑
町
内
の
小
・
中
学
校
と
手
打

診
療
所
へ
マ
ス
ク
寄
贈

一
般
社
団
法
人
日
本
危
機
管
理
機
構

理
事

　迫さ
こ

田だ

一い
っ

誠せ
い

　市内全世帯の世帯主を対象に、１世帯１セットを上限として市内の郵便局（簡易郵便局を除く）でプレミアム付
商品券を販売していますが昼間の購入が困難な方のため、夜間臨時販売窓口を開設し、販売します。
未購入の方は、ぜひ購入ください。

問合先／本庁プレミアム付商品券事業プロジェクトチーム 　（23）5010

市から郵送された購入引換券（はがき）と購入代金 5,000円、運転免許証などの身分証明、
印鑑（スタンプ印不可）をお持ちの上、購入ください。
※代理人が購入する場合は、代理人の身分証明、印鑑（スタンプ印不可）も必要です。
※購入引換券を紛失された世帯の方は、現状確認の上、当日再発行を行います。（身分証明必要）

開設
期間

購入
方法

10月19日（月）～23日（金） 開設
場所 本庁1階ロビー17時～20時

の 夜間臨時販売 をいたします。これまで販売中の
プレミアム付商品券

▶プレミアム付商品券特設
　ページ（薩摩川内観光物
　産ガイドこころ HP内）

・5,000円で10,000円分の商品 
　券が購入できます。
・郵便局で購入できる商品券の
　最終購入期限は、10 月 30（金）
　です。お急ぎください！

▲�川内川交流
　センター

▲�落成式におけるテープカットのようす

（新設）横断歩道

●桐原写真場●

●

サンパーク川内

ロイヤルイン川内

大小路

←川内川太
平
橋

国
道
３
号

歩
道

歩
道

●南国交通トラベル

●森園病院
マルゼン商事●

（新設）都市計画道路中郷五代線

鹿児島方面に向かって
ロイヤルイン川内の
角は右折できません

阿久根方面に向かって
マルゼン商事の角は
右折できません

19 Satsumasendai city Public Relations, 2020.10.10



献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命

市民の動き（9月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R2/1/1 ～ R2/9/7）

区　分 件　数
交通事故 139 件（前年比−��36 件）
死　　者 ２件（前年比�−���１件）
負 傷 者 158 件（前年比�−��37 件）

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R2/1/1 ～ R2/9/10）

区　分 件　数
火　災 28 件（前年比＋��� 1 件）
救　急 2,774 件（前年比−206 件）
救　助 43 件（前年比−��� �5 件）

※火の取り扱い、熱中症には十分注意してください。

時／ 10月26日（月）�
9時30分～16時
所／川内文化ホール
問合先／
市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

川
内
地
域

　
　
　

（
氏
　名
）

濵
田
　
　
光
太
郎

小
田
原
　
京
子

 

木
　
　
つ
や
子

假
屋
　
　
ナ
ミ

南
　
　
　
巖
剛

田
上
　
　
睦
子

小
園
　
　
ト
ヨ

松
下
　
　
和
安
来

八
丸
　
　
利
雄

福
山
　
　
紀
巳
子

池
上
　
　
一
男

坂
口
　
　
昇

串
木
　
　
博
文

山
口
　
　
俊
一

福
山
　
　
勝
利

鳥
原
　
　
寛
史

川
内
地
域

（
出
生
児
）

鶴
屋
　
　
妃ひ

夏な

村
尾
　
　
心し

の
ん暖

井
村
　
　
海う

み

山
下
　
　
夏な

つ
な奈

福
留
　
　
朝あ

さ
ひ陽

濵
崎
　
　
謙け

ん

佑ゆ
う

中
間
　
　
瑛え

い
た大

木
原
　
　
未み

来き

帆ほ

丸
尾
　
　
泉い

ず
み水

新
川
　
　
優ゆ

う
き希

原
﨑
　
　
美み

お
り織

山
　
　
菜な

な々

子こ

中
村
　
　
朱じ

ゅ
り李

中
村
　
　
優ゆ

う
り李

川
畑
　
　
律り

つ
や矢

飛
松
　
　
真ま

瑠る

山
本
　
　
陽ひ

お

り

桜
梨

大
﨑
　
　
壮そ

う
ま真

石
神
　
　
結ゆ

み

か

美
華

樋
脇
地
域

濵
島
　
　
光ひ

か
る

日
笠
山
　
凱が

唯い

東
郷
地
域

馬
場
口
　
彩あ

心こ

内
野
　
　
虹な

な
み海

山
元
　
　
優ゆ

た
か鳳

上
園
　
　
あ
か
り

牛
之
濱
　
碧あ

お

中
村
　
　
彩さ

愛な

里
平
　
　
千ち

は
や隼

首
藤
　
　
嵩た

か
ほ歩

池
田
　
　
凛り

ん
か花

祁
答
院
地
域

高
江
　
　
ま
る

中
村
　
　
旺お

う

介す
け

小
平
　
　
伊い

ぶ
き吹

西
山
　
　
裕ゆ

う
と翔

北
囿
　
　
花は

な

坂
口
　
　
凪な

ぎ
さ咲

久
保
園
　
絃い

斗と

藤
原
　
　
碧あ

い
む夢

𠮷𠮷
𠮷
　
　
央お

う

き

羽
稀

生
駒
　
　
燿こ

う
き星

濱
田
　
　
侑ゆ

杏あ

神
村
　
　
瑛え

い
た太

安
田
　
　
日ひ

よ
り咲

橋
口
　
　
沙さ

代よ

岩
元
　
　
來ら

い
と叶

上
井
　
　
彩あ

や
ね寧

小
原
　
　
大た

い

遥よ
う

神
﨑
　
　
駿し

ゅ
ん

玄げ
ん

田
方
　
　
咲さ

羅ら

大
林
　
　
魁か

い
ら空

神
丸
　
　
美み

海う

中
島
　
　
叶の

愛あ

　今回は、対義語（反対の意味を持つ言葉）となる
せんで弁を紹介するつん。
　「しやで」には「意図的でない」とか「偶然」「たまた
ま」などの意味があって、対義語は「にくじと」。「意
図的に」とか「わざと」って意味があるつん。
　「じゃっど」は、「その通り」「合っている」って意
味を持つ方言で、対義語は「違う」「間違っている」
意の「じゃんかど」。似たような言葉では、「なっちょ
（合っている・的を得ている）」「なっちょらん（間
違っている）」があるつん。
　おいしいって意味の「んまか（うんまか）」には、
その反対の「んもなか（うんもなか）」があって「こん
最
もなか

中は、んもなか」とか使うと楽しいつん。
　変わったところでは、「いっ
やし（いっしな）」、「行く途中
で」って意味の対義語に「もど
いやし（もどりしな）」「帰り道
に」っていう方言があるつん。
　対になるせんで弁、合わせ
て覚えて使うと楽しいつん。

せんで弁講座
せんで弁の対義語

（
年
齢
）

【
69
】

【
84
】

【
70
】

【
93
】

【
83
】

【
87
】

【
93
】

【
70
】

【
82
】

【
79
】

【
70
】

【
68
】

【
72
】

【
88
】

【
76
】

【
41
】

西
開
聞

宮
崎

都青
山

花
木

大
小
路

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

五
代

五
代

中
郷

水
引

百
次

白
浜

田
海

（
保
護
者
）

【
雄
之
】

【
幸
輝
】

【
岳
】

【
英
樹
】

【
涼
平
】

【
純
人
】

【
幹
】

【
将
志
】

【
直
也
】

【
康
一
】

【
大
志
】

【
拓
郎
】

【
大
貴
】

【
大
貴
】

【
有
矢
】

【
祐
介
】

宮
里

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

勝
目

山
之
口

矢
倉

青
山

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

【
尚
希
】

【
浩
平
】

【
祐
樹
】

【
悟
】

【
雄
二
】

【
勇
介
】

【
翔
太
】

【
幸
輝
】

【
洋
】

【
大
樹
】

【
敏
行
】

【
真
太
朗
】

【
卓
也
】

【
裕
哉
】

【
真
樹
】

原
田

中
郷
四
丁
目

平
佐
一
丁
目

市
比
野

市
比
野

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

斧
渕

鳥
丸

下
手

【
佑
介
】

【
武
志
】

【
豊
】

【
勝
敏
】

【
徹
】

【
伸
一
】

【
桃
花
】

【
胤
彦
】

【
光
拡
】

【
智
裕
】

【
優
】

【
好
寿
】

【
昌
司
】

【
佑
希
】

【
大
樹
】

【
大
樹
】

【
玄
詳
】

【
泰
樹
】

【
直
道
】

【
優
作
】

【
忍
】

平
佐

横
馬
場

天
辰

天
辰

国
分
寺

国
分
寺

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

五
代

五
代

上
川
内

上
川
内

上
川
内

田
崎

永
利

永
利

永
利

永
利

東
大
小
路

 vol.31

税の納期（10月分）

■総人口 93,773人（−106人）
　男　性 45,184人（−��42人）
　女　性 48,589人（−��64人）
■世帯数 46,169世帯（− 11世帯）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課（ 2467）へ

税　目 納期限
国民健康保険税４期 11月2日（月）

８
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

８
月
届
出
分
（
敬
称
略
）
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義
兄
弟
の
孫
の
成
長

　
義
兄
弟
の
孫
の
成
長
を
日
々
楽
し
ん
で
い
る
。 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
話
で
あ
る
が
、
ま
さ
に

日
一
日
の
表
情
が
映
し
出
さ
れ
、
思
わ
ず
見

入
っ
て
し
ま
う
。
我
が
子
も
２
人
の
姉
弟
に
そ

れ
ぞ
れ
３
人
の
子
が
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
に
成

長
を
見
入
る
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
我
が

子
を
育
て
て
い
る
頃
は
、
稼
ぐ
こ
と
で
い
っ
ぱ

い
、
孫
の
成
長
時
も
自
身
い
ま
だ
現
役
、
そ
し

て
定
年
後
の
今
は
、
よ
そ
の
孫
を
見
入
っ
て
い

る
我
が
姿
が
あ
る
。
歳
の
せ
い
か
、
暇
の
せ
い

か
、
当
時
は
無
か
っ
た
ス
マ
ホ
の
便
利
さ
か
、

世
の
中
サ
マ
ガ
ワ
リ
し
た
。

（
み
や
し
と
ん
ガ
ラ
ッ
パ
　
76
歳
）

新
原
　
　

德

鮫
島
　
　
正
照

上
床
　
　
俊
盛

中
宅
間
　
久
美
子

樋
脇
地
域

井
川
　
　
惠
子

江
内
谷
　
フ
ヂ

井
ノ
上
　
康
廣

入
来
地
域

蒲
生
原
　
ミ
サ

有
馬
　
　
秀
夫

竹
之
内
　
ヱ
チ
子

東
郷
地
域

山
口
　
　
常
雄

久
保
　
　
ハ
ツ
子

祁
答
院
地
域

末
𠮷𠮷
　
　
伸
子

冨
士
代
　
澄
子

鹿
島
地
域

山
下
　
　
納

【
84
】

【
92
】

【
102
】

【
83
】

【
81
】

【
88
】

【
76
】

【
74
】

【
93
】

【
96
】

【
90
】

高
城

湯
田

湯
田

東
大
小
路

市
比
野

塔
之
原

塔
之
原

浦
之
名

副
田

副
田

斧
渕

【
79
】

【
83
】

【
94
】

【
83
】

藤
川

上
手

黒
木

藺
牟
田

※ 

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市

民
課
ま
た
は
各
支
所
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙

へ
の
掲
載
に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
広
報
室
内

８ ９ ５　８　６ ５　０郵 送 の 際 は
63 円切手を
貼 付 く だ さ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

定
年
退
職
し
ま
し
た

　
30
年
間
の
勤
務
先
に
あ
り
が
と
う
。
と
て
も
長

い
時
間
が
翌
朝
か
ら
あ
り
、
何
か
空
っ
ぽ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
朝
起
き
て
周
り
の
皆
さ
ん
が

時
間
通
り
に
出
て
い
く
姿
に
と
て
も
寂
し
い
気
持

ち
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
65
歳
ま
だ
何
ら
変
わ
ら

ず
仕
事
も
で
き
て
い
た
と
自
分
で
自
負
し
て
い
ま

し
た
。
今
ま
で
友
達
と
お
茶
も
ゆ
っ
く
り
で
き
な

か
っ
た
事
、
料
理
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
事
。
少

し
ず
つ
時
間
が
経
っ
て
い
き
ま
す
。
友
達
の
家
で

ご
ち
そ
う
に
な
り
、
料
理
も
何
点
か
私
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
を
元
気
に
す
る
た

め
に
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　 （
バ
ー
チ
ャ
ン
　
65
歳
）

圧
巻
！
56
連
カ
ノ
コ
ユ
リ

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
世
間
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
カ

ノ
コ
ユ
リ
が
！
56
も
の
蕾
を
付
け
、「
荘
厳・威
厳
」

の
花
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
く
堂
々
と
咲
き
乱
れ
て
い

ま
し
た
。
茎
の
太
さ
も
、
通
常
の
10
倍
ほ
ど
あ
り
、

そ
の
姿
は
圧
巻
で
す
。
下
甑
町
の
内
川
内
地
区
の

集
落
で
毎
年
咲
い
て
い
ま
す
。
来
年
も
ま
た
、
た

く
さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
て
、
見
る
人
を
元
気
に
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
は
な
み
ず
き
　
71
歳
）

　広報室ではお便り、絵手紙、写真などを募集しています。
住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを明記の上、はがき・
封書・メールで投稿ください。
※ 文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁広報室内読者のひろば係

koho@city.satsumasendai.lg.jp

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集
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　今月掲載された方のうち、お１人に甑フルーツ園株式会
社の「パッションフルーツシロップ・ジャム・バター｣をセッ
トでプレゼント。無農薬で有機肥料栽培のパッションフルー
ツの香りと味を生かし、無添加で作られています。
　ヨーグルトやアイスクリーム、トーストなどにお勧めです。
　その他、掲載された方には、
竹ノート（Ａ５版）をプレゼント
します。

（※読者のひろば、キラリ★ひと・みらい、私の Food 記��対象）

甑フルーツ園株式会社
（上甑町小島５）
09969（2）0429

読 者 の ひ ろ ば
絵
手
紙
を
書
い
て
み
ま
し
た

（
草
水
の
ド
ン
ガ
メ
　
84
歳
）

思
い
出
の
鹿
の
子
百
合
愛
好
会

　
10
年
ほ
ど
前
、
市
の
花
カ
ノ
コ
ユ
リ

を
市
民
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と

10
人
の
メ
ン
バ
ー
と「
鹿
の
子
百
合
愛

好
会
」を
作
り
活
動
を
始
め
た
。
球
根

の
植
え
付
け
・
管
理
・
開
花
後
は
、
川

内
駅
前
に
設
置
。
咲
き
そ
ろ
っ
た
50
鉢

ほ
ど
の
ユ
リ
は
圧
巻
だ
っ
た
。
５
～
６

年
続
い
た
活
動
、
今
で
は
自
宅
で
の
楽

し
み
に
変
わ
り
、
当
時
を
懐
か
し
く
思

い
出
す
。
コ
ロ
ナ
で
自
粛
続
き
の
今
、

凛
と
し
て
愛
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る

カ
ノ
コ
ユ
リ
で
す
。

（
鹿
の
子
女
子
　
71
歳
）

双
子
の
ゴ
ー
ヤ
ー

　
長
年
、
ゴ
ー
ヤ
ー
を
栽
培
し
て
い
ま

す
が
、
双
子
の
ゴ
ー
ヤ
ー
が
な
っ
た
の

は
初
め
て
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
吹
っ
飛

ば
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
徳
田
ゴ
ー
ち
ゃ
ん
　
77
歳
）

　和恵跳くん初節句迎
えました。生まれてき
てくれて、そして元気
に育ってくれてありが
とう☆毎日できること
が増えて母はヒヤヒヤ
だけど、かえとのママ
になれてうれしいよ。
《和やかで人に恵まれ
跳ね上がる人生を》
（ペンネーム：和夏.72）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真
など、皆さんからの投稿をお待ちしています。

提出・問合先／本庁ひとみらい政策課（内線 4741）
　　　　　　　　�hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp
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0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

やくしょにコール

甑大橋が開通しました。思えば広報室に異動する前は、
甑はひとつ推進室（現｢甑はひとつ推進課｣）で、架橋完

成後の「甑島の観光を柱とした地域振興を考える」という大き
な命題を背負い、日々頭を悩ませていました。
　橋の完成が見えてき始めた頃、突然の異動発表で、橋の完
成を見ることなく異動することに、残念な気持ちもありまし
たが、こんな形で甑大橋の完成に立ち会えたことは光栄至極
で、むしろ運命であったのではないかと感謝する次第です。
　さて、そんな経緯もありつつの今回の甑大橋特集です。こ
れまで関わってくださった島民の皆さんへの感謝と甑島で感
じたことの集大成を、とあるテレビ番組の言葉を借りるなら、
倍返しならぬ「恩返しです！（大〇田元常務）」というつもりで 
作成に当たらせていただきました。
　島民の皆さんに読んでいただきたいことはもちろん、まだ
甑島に行ったことのない方も、これを機にぜひ、足を運んで
みてください。　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （西園）

担当者の声

◎今月の表紙

Ｐ２　 甑はひとつへ　夢と希望の懸け橋　甑大橋開通
Ｐ８　 本市の国民健康保険の状況
Ｐ10 　みんなの１１９
Ｐ11 　まちの話題
Ｐ13　 企業のチカラ／今月の起業人
Ｐ14　 私のFood記
Ｐ15　 情報掲示板 
Ｐ22　 読者のひろば

＜目　次＞

問合先／ 本庁広報室広聴広報Ｇ（内線 633）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」を読むこと
ができます！ダウンロードしてぜひご利用ください。
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申込・問合先／広告代理店：㈱ホープ　　092（716）1404 広告
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